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書 

 

本
年
五
月
十
一
日
、
英
国
議
会
の
開
会
式
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
政
府
施
政
方
針
に
つ
い
て
演
説
し
「
最
高
水
準
の
動
物
福

祉
」
を
促
進
す
る
た
め
の
法
案
提
出
に
つ
い
て
言
及
し
、
翌
五
月
十
二
日
、
同
国
環
境
・
食
糧
・
農
村
地
域
省
は
、
動
物
が
知

覚
を
持
つ
こ
と
を
法
的
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
・
家
畜
・
野
生
動
物
の
保
護
の
た
め
の
革
新
的
で
幅
広
い
動
物
福
祉

政
策
の
実
施
を
ま
と
め
た
「
動
物
福
祉
に
関
す
る
行
動
計
画
」
を
発
表
し
た
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
近
年
の
動
物
保
護
に
関
す
る
社
会
の
意
識
変
化
等
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
八
年
に
動
物
保
護
法
の
全
面

改
正
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
九
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
し
い
動
物
保
護
法
の
目
的
に
は
、
良
好
な
動
物
福
祉
及
び
動
物
の
尊
重
の

促
進
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
中
、
ペ
ッ
ト
を
安
易
に
飼

う
人
が
増
え
、
飼
育
に
行
き
詰
ま
っ
た
結
果
と
し
て
の
飼
育
放
棄
の
増
加
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
動
物
の
福
祉
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

 

諸
外
国
が
動
物
福
祉
政
策
の
推
進
を
進
め
る
中
、
我
が
国
に
お
い
て
も
動
物
福
祉
政
策
を
推
進
す
べ
き
と
の
立
場
か
ら
、
以

下
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

一 

諸
外
国
に
お
け
る
「
動
物
福
祉
政
策
」
の
動
き
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
動
物
福
祉
を
進
め

る
に
当
た
り
、
動
物
福
祉
を
法
律
上
、
明
確
に
定
義
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

 
 

政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

二 

台
湾
に
お
い
て
は
、
義
務
教
育
の
中
に
動
物
福
祉
科
目
を
設
定
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
我
が
国
は
義
務
教
育
に

お
い
て
、
「
動
物
福
祉
」
や
「
動
物
愛
護
」
に
関
す
る
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
。 

三 

令
和
元
年
六
月
に
公
布
さ
れ
た
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に
お
い
て
、
「
動
物
福
祉
」
や
「
動
物
愛
護
」
に
関
し
て
ど
の
よ

う
な
改
正
が
行
わ
れ
た
の
か
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

四 

昨
年
十
二
月
三
日
、
超
党
派
「
動
物
福
祉
（
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）
を
考
え
る
議
員
連
盟
」
が
加
藤
官
房
長
官
に
面

会
し
「
犬
猫
肉
食
用
禁
止
国
際
条
約
の
推
進
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。
米
国
、
英
国
の
超
党
派
議
員
も
同
様
の
活

動
を
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
を
政
府
は
ど
う
受
け
止
め
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


